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あいにくの雪模様の中、成人式が市民

会館で行われ、531人が大人の仲間入りを

しました。会場いっぱいに晴れ着やスー

ツ姿の新成人が詰めかけ、久しぶりに再

会した友人と談笑しながら、新しい門出

に、決意を新たにしていました。

　

式典では、天谷市長が新成人を激励。

その後、市民吹奏楽団の演奏が行われ、

成人式にふさわしい曲を披露しました。

ト
「
市
民
憲
章
」
唱
和
を
先
導
す
る

　

雨
塚
美
和
子
さ
ん
（
塚
原
）

中山祐樹さん

（月美町・会社員）

十
年
後
に

自
分
の
家
を
建
て
た
い

　

二
十
歳
に
な
れ
ば
、
新
聞
に
実

名
で
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
ト
年
後
に
は
、
自
分

の
家
を
建
て
る
の
が
目
標
で
、
親

に
頼
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
自
分
で
貯
金
を
し
て
い

ま
す
。
市
議
会
選
挙
で
は
、
候
補

者
の
政
策
を
よ
く
聞
い
て
、
自
分

で
確
か
め
て
、
投
票
し
ま
す
。中兼直子さん

　

（富塚・学生）

医
療
と
福
祉
の
充
実
し
た

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を

　

四
季
の
移
り
変
わ
り
が
肌
で
感

じ
ら
れ
る
人
野
が
好
き
で
す
。
趣

味
の
膏
楽
を
い
つ
ま
で
も
続
け
、

将
来
は
医
療
関
係
の
仕
事
を
し
た

い
で
す
。
市
議
会
議
貝
選
挙
で
は

市
民
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
る
人

に
投
票
し
ま
す
。
子
供
に
も
大
人

に
も
住
み
よ
い
、
医
療
と
福
祉
の

充
実
し
た
人
野
に
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

深田好恵さん

（南六M師・団体職員）

若
者
が
定
着
で
き
る

　
　

活
気
あ
る
ま
ち
に

　

自
分
の
し
た
い
目
標
は
何
か
、

自
分
自
身
で
は
っ
き
り
決
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
議
会
議
員
に
は
、

だ
れ
が
議
員
に
な
っ
て
も
同
じ

と
、
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
人
が
当

選
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
そ
う
い

う
人
に
投
票
し
ま
す
。
大
野
は
寂

し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
一
掃
し

て
、
若
者
が
定
着
で
き
る
ま
ち
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

長谷川康雄さん

（中荒井町・学生）

豊
か
な
自
然
と

温
か
な
人
情
を
残
し
た
い

　

家
の
人
が
点
‥
ん
で
い
る
姿
を
見

て
、
自
分
も
成
人
の
仲
間
人
り
を

し
た
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
度
の
選
挙
で
は
、
付
き
合
い
や

人
情
に
流
さ
れ
な
い
で
、
自
分
で

考
え
て
投
票
を
し
ま
す
。
大
野
の

豊
か
な
自
然
と
温
か
な
人
情
を
。

子
孫
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
人
野
～
福
拝
聞
の
道
路
整

備
を
早
く
し
て
ば
し
い
で
す
。
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■iHこj誓いのことぱ

◆言動に責任を持ち、権利を行使し、義

　

務を履行します。

◆社会に目を開き、自主自立の精神を持

　

って理想社会をつくるための努力をし

　

ます。

◆すべてのものに愛情をそそぎ、豊かな

　

心で生活します。

1
辻
和
典
さ
ん
（
小
矢
戸
）
の

　

力
強
い
「
誓
い
の
こ
と
ば
」

新成人に

松田裕美さん

（森口・団体職員）

自
分
の
生
ま
れ
た

　
　
　

大
野
が
一
番

　
　

「
も
う
ニ
ト
歳
か
」
と
い
う
感

じ
で
、
あ
ま
り
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ

ん
、
旅
行
な
ど
で
大
野
に
帰
っ
て

く
る
と
「
生
ま
れ
た
所
が
一
番
い

い
な
」
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
一
人
前
と
し
て
認
め
て

も
ら
え
る
よ
う
、
自
分
な
り
に
努

力
を
し
ま
す
の
で
、
温
か
い
目
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

石川洋一さん

（ま本本・会社□）

人
並
み
の

家
庭
を
持
つ
こ
と
が
夢

　

人
並
み
の
家
庭
を
持
つ
こ
と
が

夢
で
す
。
結
婚
願
望
が
あ
っ
て
、

で
き
れ
ば
今
年
中
に
も
結
婚
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
選
挙
は
子

供
の
と
き
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
ま

し
た
。
人
の
評
判
に
左
右
さ
れ
な

い
で
、
自
分
の
判
断
で
一
票
を
入

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
野
は
、

こ
の
ま
ま
が
一
番
で
、
あ
ま
り
開

発
し
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

浦井浩光さん

（明倫町・公務貝）

何
事
に
も

失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦

　

今
ま
で
は
、
人
に
教
え
ら
れ
て

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
失
敗
を
恐
れ
ず
に
自
分
で
考

え
、
自
ら
行
動
を
起
こ
し
、
何
事

に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
大
野

の
良
さ
は
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で

す
。
私
た
ち
若
者
自
身
の
手
で
自

然
を
守
り
、
自
然
を
活
用
し
、
自

然
と
一
体
化
し
た
ま
ち
に
な
る
よ

う
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木下恵子さん

（束中町・会社巾

い
ろ
ん
な
人
が

喜
ん
で
住
め
る
よ
う
に

　

周
り
の
人
に
祝
福
さ
れ
、
成
人

に
な
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

絵
画
が
好
き
な
の
で
将
来
は
そ
の

方
面
の
自
分
に
し
か
で
き
な
い
什

事
を
し
た
い
で
す
。
今
度
の
選
挙

で
は
、
勉
強
し
て
自
分
が
納
得
し

た
人
に
入
れ
ま
す
。
大
野
の
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
と
こ
ろ
を
大
切
に

し
、
い
ろ
ん
な
人
が
喜
ん
で
住
め

る
ま
ち
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。



平成6年■12月末現在の

市（の湖帽淵び

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
私
た

ち
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知

つ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
六
年
＋
1
1
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所
事

情
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

市
の
普
通
一
般
の
歳
入
・
歳
出
を
経
理
す
る

会
計
で
、
土
木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
な
ど

基
本
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

《歳入》

予
算
現
額
1
3
7
億
7
、
○
○
○
万
円

収
入
済
額
9
0
億
3
、
7
3
1
万
円

収
入
率
6
5
・
6
％

《歳出》

予
算
現
額
1
3
7
億
7
、
O
O
O
万
円

支
出
済
額
8
2
億
2
、
1
4
6
万
円

支
出
率
5
9
…
7
％

主な建設事業
・
一
目
a
『
工
業
団
地
造
成
事
業
…
…
…
3
億
3
、
9
3
2
万
円

・
地
域
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
…
…
1
億
1
、
0
5
4
万
円

…
林
業
地
域
総
八
口
整
備
事
業
…
…
…
1
億
5
、
3
7
8
万
円

…
市
道
改
良
…
舗
装
事
業
…
…
…
…
5
億
8
、
3
5
5
万
円

…
河
川
改
良
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
2
億
6
、
5
8
0
万
円

…
公
共
下
水
道
計
画
策
定
委
託
事
業
．
：
3
、
9
6
5
万
円

・
開
成
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
…
…
8
、
5
7
5
万
円



特
別
会
計

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
経
理
し
、
そ
の
特
殊
性
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
す
、

国民健康

保険事業

老人保健

事業

簡易水道

事業

農業集落

排水事業

企
業
会
計

水道事業

市税の収入状況

12月定例

市議会

一舟S11

会計

約
一
億
四
千
五
百
万
円
を
追
加

総
額
百
三
十
四
億
九
千
五
百
万
円
余
に

　

第
二
百
七
十
六
回
定
例
市
議
会

は
、
昨
年
の
十
二
月
八
日
か
ら
二

ト
七
日
ま
で
開
か
れ
、
一
般
会
計

補
正
打
算
な
ど
十
四
議
案
を
上
程

し
ま
し
た
。
最
終
日
の
二
十
七
日

に
は
人
事
案
件
な
ど
が
追
加
さ

れ
、
仝
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

一
般
会
計
で
は
、
約
一
億
四
千

四
百
八
十
万
を
追
加
。
累
計
額
は

百
三
十
四
億
九
千
五
百
四
十
三
万

一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
満
f
に
伴
う
教
育
委
員
に

藤
井
道
明
氏
（
5
1
歳
・
錦
町
）
を

任
命
、
公
平
委
員
に
は
中
村
為
氏

　

（
6
5
歳
・
土
打
）
と
大
谷
巾
竺
氏

　

（
6
5
歳
・
土
舌
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

◆
庁
舎
改
築
事
業
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
百
六
十
万
円

民
生
費

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
…
…

　

…
…
…
…
…
八
百
ニ
ト
八
万
円

◆
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

　

無
料
化
対
策
事
業
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
四
百
七
十
四
万
円

◆
民
間
保
育
所
措
置
費
…
…
…
…

　

…
…
…
一
千
三
石
七
ト
三
力
円

農
林
水
産
業
費

◆
森
林
組
介
機
械
化
促
進
事
業
補

　

助
…
…
…
…
一
一
一
一
白
一
．
一
一
十
九
万
円

◆
県
営
土
地
改
良
事
業
補
助
…
…

　

…
…
…
一
1
二
百
六
十
九
万
円

◆
林
道
開
設
県
営
事
業
負
担
金
…

　

…
…
…
…
…
一
L
G
ト
八
万
円

商
工
費

◆
自
然
公
園
施
設
整
備
事
業
負
担

　

金
…
…
…
…
…
…
…
八
八
目
万
円

土
木
費

◆
除
雪
経
費
…
…
一
一
一
行
．
に
り
に
．
｛
‥
．
力
円



市
県
民
税

所
得
税

申
告
は
早
め
に

期限は

　

3月15日

　

今
年
も
、
市
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
付
は
、
市
県
民
税
が
二

月
二
十
七
日
（
月
）
、
所
得
税
は
二
月
十
六
日
（
木
）
か

ら
で
、
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
（
水
）
で
終
了
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
や
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
、
二
月
中
旬
ご
ろ

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま

す
。
そ
の
時
、
行
政
区
ご
と
の
詳

し
い
申
告
日
時
や
会
場
な
ど
も
併

せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
混
雑
を

避
け
る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
用
紙
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

（
容
6
6
●
1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市●県民税の申告日程表

月日 曜日 場所 月日 曜日 場所

2．27　

28

月

火

市役所
3．7 火 JA大野市富田

3．8 木
蕨生集落センター

木本集落センター

3．1 水
庄林生活改善センター

南六呂師集落センター 3．9　

10

本

金
上庄公民館

3．2　

　3

本

金

下庄公民館

3．13 月 五箇ふるさと自然の家

3．6 月
乾側公民館

小山公民館
3．14 火

阪谷公民館

JA大野市阪谷

3．7 火 富田公民館 3．15 水 市役所

・時間はいずれも午前9時～午後4時

　

ただし、1日・8日・13日は午前11時半まで

●地区ごとの日程明細は、後日、申告書配布の際にお知らせ

　

します。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
七
年
一
月
一
日
現
在
、
大

野
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

■
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
な
い
人
は
除
き
ま
す
、

一
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

　

賃
●
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収

　

入
が
あ
っ
た
人

　

退
職
金
は
勤
務
先
で
分
離
課
税

さ
れ
た
人
を
除
き
ま
す
。

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

　

の
外
交
員
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

　

書
類
。
例
え
ば
売
上
帳
・
仕
入

　

帳
・
源
泉
徴
収
票
・
請
求
書
・

　

領
収
書
な
ど

●
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

　

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

　

書
ま
た
は
支
払
証
明
書
な
ど

●
印
鑑
と
家
族
の
生
年
月
日
が
分

　

か
る
健
康
保
険
証
な
ど

所
得
税

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

ト
六
日
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど
で

受
け
付
け
ま
す
。
期
限
間
近
に
な

る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

一
平
成
六
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
な
ど
の
所
得
の
合
計

　

額
が
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、

　

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）

　

の
合
計
額
を
超
え
る
人

■
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

　

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人

　

②
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

　

け
て
い
る
人
③
給
与
所
得
や
退

　

職
所
得
以
外
の
所
得
額
が
二
十

　

万
円
を
超
え
る
人

■
給
与
所
得
者
で
①
住
宅
を
ロ
ー

　

ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
②
災
害

　

や
盗
難
に
あ
っ
た
人
③
多
額
の

　

医
療
費
を
支
払
っ
た
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

農
業
所
得
J
A
大
野
市
本
所
＝

　

2
月
1
6
・
1
7
・
2
0
■
（
N
l
■
2
2
日

　

J
A
上
庄
本
所
＝
2
月
9
9
一
・
2
3

　

・
2
4
日

営
業
所
得
大
野
税
務
署
＝
2
月

　

1
6
日
～
3
月
1
5
日
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＼
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

特
別
減
税
は
、
平
成
六
年
分
所

得
税
の
納
税
者
に
対
し
て
、
原
則

と
し
て
、
平
成
六
年
分
の
所
得
税

の
二
十
U
相
当
額
を
納
付
す
べ
き

所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
二
十
U
相
当
額
が
二

百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二

百
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

　

平
成
六
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
に
は
、
「
特
別
減
税
額
」
欄

が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告

書
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
特
別

減
税
額
の
控
除
漏
れ
や
計
算
誤
り

が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
さ
れ
た

給
与
所
得
の
あ
る
方
が
申
告
す
る

際
に
は
、
年
末
調
整
で
給
与
特
別

減
税
が
実
施
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
六
年
分
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
に
特
別
減
税
の
記

載
が
な
い
場
合
に
は
、
記
載
漏
れ

や
控
除
漏
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
与
の
支
払

者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
税
務
署
（
大

野
市
城
町
7
－
2
8
豊
6
6
・
2
1

8
0
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
南
部
地
震

救
援
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
一
月
十
七
日
に
起

き
た
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
の

救
援
と
し
て
、
水
四
り
や
レ
ト

ル
ト
食
品
三
千
個
を
緊
急
輸
送

し
た
ほ
か
、
義
援
金
百
万
円
を

送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん

か
ら
の
募
金
を
二
月
末
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
募
金
箱
は

市
役
所
・
各
公
民
館
・
図
書
館
・

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
・
有
終
会
館

に
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
の
人
事
異
動

課
長
級
（
1
月
1
1
日
付
）

【
教
育
委
員
会
】
▼
社
会
教
育
課

長
兼
ね
て
大
野
公
民
館
長
平

鍋
金
一
（
社
会
教
育
課
長
）

嘱
託
職
員
（
I
U
H
日
付
）

【
教
育
委
員
会
】
▼
学
校
教
育
課

長
石
黒
忠
憲
（
大
野
公
民
館

長
）

退
職
者
（
1
月
6
日
付
）

【
嘱
託
職
員
】
▼
亀
谷
学
（
学
校

教
育
課
長
）

藤井道明氏が

　

教育長に就任

（51歳・錦町）

　

12月定例市議会で教育委貝任命の同意を得た藤井道

明氏は、12月28日に開かれた臨時市教育委貝会で教育

長に選任され、1月10日の県教育委員会で承認を受け

て第13代教育長に就任しました。

　

前任の田中義一教育長は、スポーツの振興や生涯学

習の推進に尽力されました。

　

【藤井教育長の略歴】

　

昭和44年龍谷大学大学院卒。大野青年会議所理事長

や市民憲章選定委員会事務局長、OASIS協会代表

幹事、市公平委貝会委貝などを歴任。

第38回市民総合体育大会冬季大会

2月5日に開催

勝原スキー場でアルペン、クロカンは六呂師高原スキー場

　

第
3
8
回
市
民
総
合
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
区
代
表

選
手
に
温
か
い
ご
声
援
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
5
日
面
＝
午
前
9
時

　
　

開
会
式
（
勝
原
ス
キ
ー
場
）

会
場
◆
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

　

＝
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

　

◆
勝
原
ス
キ
ー
場
＝
ア
ル
ペ
ン

　

競
技

競
技
種
別
▼
第
1
部
（
一
般
・

　

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　

ー
・
リ
レ
ー
▼
第
2
部
（
中
学

　

校
・
学
校
対
抗
）
シ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
・
リ
レ
ー
▼
第
3
部

　
　

（
学
童
・
個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ

　

ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格
■
平
成
7
年
1
月
1

　

口
以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協

　

会
管
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ

　

し
、
全
日
制
・
定
時
制
高
校
3

　

年
生
以
下
は
除
く
■
中
学
校
は

　

大
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
規
定

　

に
よ
る
一
第
3
部
は
市
内
小
学

　

校
に
在
籍
す
る
児
童
と
し
、
保

　

護
者
の
同
意
を
得
て
責
任
者
同

　

伴
で
参
加
す
る
こ
と

出
場
規
定
▼
1
人
I
種
目
と
し
、

　

I
種
目
の
出
場
人
数
は
制
限
し

　

な
い
。
た
だ
し
、
リ
レ
ー
競
技

　

は
大
会
運
営
に
支
障
の
な
い
限

　

り
、
人
数
制
限
内
で
兼
ね
る
こ

　

と
が
で
き
る
▼
リ
レ
ー
競
技
は

　

種
別
・
組
ま
た
は
学
年
ご
と
に

　

走
者
数
に
各
2
人
（
4
0
歳
以
上

　

は
4
人
）
を
加
え
て
申
し
込
み

　

が
で
き
る
▼
第
2
部
の
リ
レ
ー

　

に
つ
い
て
は
下
位
学
年
の
も
の

　

が
上
位
学
年
に
出
場
で
き
る

実
施
決
定
2
月
3
日
②
正
午
現

　

在
の
状
況
に
よ
り
決
定
、

問
合
せ
先
市
教
育
委
貝
会
体
育

　

課
「
第
3
8
回
市
民
総
合
体
育
大

　

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
L

　

事
務
局
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
3
1
）
ま
で
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健
康
づ
く
り
に
は

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す

　

健
康
を
守
る
た
め
の
三
大
原
則
は
、
栄
養
・
運
動
・
休

養
で
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
は
、
毎
日
の
食
生
活
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

は
、
健
康
な
心
と
体
を
つ
く
り
ま
す
。
生
薬
や
漢
方
薬
な

ど
の
薬
を
服
用
す
る
の
は
、
病
気
や
け
が
を
治
療
す
る
た

め
の
短
期
間
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

あ
る
特
定
の
食
品
を
食
べ
る
だ

け
で
疾
病
な
ど
が
予
防
で
き
、
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

素
晴
ら
し
い
と
だ
れ
も
が
考
え
る
。

世
の
中
、
健
康
食
品
ブ
ー
ム
だ
そ

う
だ
。

　

一
般
に
健
康
食
品
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
の
一
つ
に
、
食
品
添
加

物
や
残
留
農
薬
に
よ
る
発
が
ん
性

や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
必
要
以

上
の
恐
れ
か
ら
生
じ
た
無
農
薬
・

無
添
加
食
品
が
あ
る
。
確
か
に
、

こ
れ
に
変
え
た
ら
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
が
治
っ
た
と
い
う
報
告
は
あ

る
が
、
こ
れ
ら
割
高
な
食
品
を
一

般
健
康
人
が
部
分
的
に
食
べ
た
と

こ
ろ
で
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と

思
う
。

　

ま
た
、
一
方
に
い
ろ
い
ろ
の
ビ

タ
゛
｀
ン
、
゛
｀
ヽ
不
ラ
ル
あ
る
い
は
生

薬
や
漢
方
薬
の
成
分
な
ど
を
添
加

あ
る
い
は
強
化
し
た
食
品
が
あ
る
。

最
近
、
特
に
目
に
つ
く
の
が
、
イ

コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
や
ド
コ
サ
ヘ

キ
サ
エ
ン
酸
な
ど
の
a
－
リ
ノ
レ

ン
酸
系
の
脂
肪
酸
が
あ
る
。
ふ
と

買
っ
た
清
涼
飲
料
水
の
ラ
ベ
ル
に

D
H
A
入
り
と
か
書
か
れ
て
い
る

と
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
」
と
い

う
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

魚
に
含
ま
れ
る
油
に
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
作
用
が
あ
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
っ

て
い
る
健
康
知
識
な
の
で
あ
え
て

言
及
し
な
い
。

　

中
国
の
陸
上
や
水
泳
の
選
手
た

ち
が
、
世
界
新
記
録
を
連
発
し
た

時
、
彼
ら
は
特
別
の
健
康
食
品
を

食
べ
て
い
た
事
実
が
発
表
さ
れ
、

そ
れ
は
何
か
と
世
間
は
注
目
し
た
。

し
か
し
、
広
島
ア
ジ
ア
大
会
で
大

量
の
ド
ー
ピ
ン
グ
陽
性
者
を
出
し

た
現
在
、
彼
ら
を
強
く
し
た
の
は

特
別
な
健
康
食
品
で
は
な
く
、
禁

止
さ
れ
て
い
る
筋
肉
増
強
剤
で
あ

っ
た
事
実
の
み
が
む
な
し
く
残
る
。

　

健
康
食
品
に
生
薬
や
漢
方
薬
の

成
分
を
添
加
す
る
場
合
、
薬
理
作

用
も
副
作
用
も
発
現
し
な
い
程
度

の
少
量
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
薬
と
い
う
も
の
は
元
来
、
病

気
の
時
に
必
要
か
つ
十
分
な
量
を

な
る
べ
く
短
期
間
使
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
あ
っ
て
、
少
量

を
長
期
間
使
用
し
た
場
合
、
そ
の

作
用
は
予
測
困
難
で
、
有
用
性
に

も
乏
し
い
。

　

以
上
、
そ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

健
康
食
品
が
存
在
す
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、
人
は
普
通
の
食

品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

が
、
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
医
師
）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
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市の消費生活相談

過去最悪の76件

契約はくれぐれも慎重に

　

悪
徳
商
法
の
被
害
を
受
け
た
高
齢
者
と
若
者
か
ら
の
消

費
生
活
相
談
が
、
最
近
急
増
し
て
い
ま
す
。
あ
い
ま
い
な

返
事
を
す
る
と
思
わ
ぬ
被
害
に
遭
い
ま
す
。
強
引
な
セ
ー

ル
ス
や
紛
ら
わ
し
い
団
体
名
な
ど
で
契
約
を
迫
ら
れ
た
ら
、

き
っ
ぱ
り
と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
契
約
を
す
る
と
き
は
、

契
約
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
が
昨

年
一
年
間
に
受
け
た
消
費
生
活
相

談
は
、
前
年
の
倍
近
い
七
十
六
件

で
過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
・
特
殊
販
売
に
関
す
る

相
談
が
全
体
の
九
十
六
び
を
占
め

て
お
り
、
特
に
高
齢
者
か
ら
の
相

談
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
若
者
が

　
　

狙
わ
れ
て
い
ま
す

　

消
費
相
談
の
三
人
に
一
人
が
高

齢
者
か
ら
で
、
ほ
と
ん
ど
が
S
F

商
法
（
閉
め
切
っ
た
会
場
に
寄
せ

集
め
、
日
用
品
な
ど
を
た
だ
で
配

っ
た
後
、
高
額
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
や

羽
毛
布
団
を
買
わ
せ
る
商
法
）
に

関
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
十
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
若
者
を
狙
っ
た
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
商
法
（
電
話
で
景
品
が
当

た
っ
た
な
ど
と
勧
誘
目
的
を
隠
し

て
呼
び
出
し
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な

ど
を
買
わ
せ
る
商
法
）
の
被
害
も

目
立
っ
て
い
ま
す
。

納
得
し
て
か
ら
契
約
を

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・豊66－川口tM46ir市4所生活
泌：｜此恥内j
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

元気になったクマタカ

＜る一ぶ登場
カントリースクール

　

OASIS協会

自
然
を
学
び
や
に
十
周
年

　

カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
自

然
界
と
人
間
の
調
和
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
人
間
、
や
ら
さ
れ
る
よ

り
や
る
人
間
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
知
識
優
先
で
な
く
、
五

感
に
う
っ
た
え
る
方
法
で
育
て
て

い
こ
う
と
昭
和
六
十
年
八
月
に
、

大
野
青
年
会
議
所
が
主
催
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
、
大
野

青
年
会
議
所
・
大
野
の
自
然
を
愛

す
る
会
・
大
野
地
球
科
学
研
究
会

の
三
団
体
が
母
体
と
な
っ
て
民
間

教
育
機
関
「
O
A
S
I
S
協
会
」

を
設
立
し
、
同
ス
ク
ー
ル
を
引
き

継
ぎ
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

O
A
S
I
S
に
は
、
人
間
の
オ

ア
シ
ス
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

植
物
・
昆
虫
・
地
学
な
ど
い
ろ
ん

な
分
野
の
約
四
十
人
が
会
員
に
な

っ
て
お
り
、
旧
六
呂
師
小
学
校
の

校
舎
を
拠
点
に
、
市
内
外
の
子
供

た
ち
に
手
づ
く
り
の
自
然
教
育
を

し
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
始
ま

っ
て
十
年
間
で
、
大
阪
の
追
手
門

学
院
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に
約

千
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

勝
原
・
六
呂
師
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
元
教
諭
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
先

生
に
、
草
花
や
昆
虫
、
星

の
観
察
、
化
石
採
集
を
楽

し
ん
だ
り
、
寝
食
を
共
に

し
な
が
ら
子
供
同
士
の
交

流
を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
で
の
体
験
が
貴

重
な
財
産
と
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
、
会
員
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
ま
す
。

　

会
長
の
伊
藤
一
康
さ
ん

は
「
間
も
な
く
や
っ
て
く

る
二
十
一
世
紀
は
お
そ
ら

く
宇
宙
の
時
代
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
球
自

身
の
運
命
●
人
類
の
運
命
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
人

と
自
然
と
の
調
和
を
念
頭
に
、
そ

し
て
こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
反
省
に

立
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

W恂歌

スノーボードに

　　　　

魅せられて

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
爆
発

的
な
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
ウ
イ
ン

ド
ー
サ
ー
フ
ィ
ン
の
よ
う
な
一

枚
板
に
乗
っ
て
、
巧
み
に
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
雪
上
を
自

由
自
在
に
滑
走
す
る
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場
は
、

今
冬
か
ら
こ
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

を
全
面
滑
走
可
能
と
し
、
愛
好

者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
島

田
尚
久
さ
ん
は
、
六
呂
師
で
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
を
開
い
て

普
及
に
努
め
て
い
る
一
人
で
す
。

始
め
た
の
は
五
年
前
。
「
新
雪
の

上
を
滑
る
と
き
は
孫
悟
空
の
き
ん

と
雲
に
乗
っ
た
よ
う
な
気
分
で
、

ス
キ
ー
よ
り
も
断
然
面
白
い
」
と
、

魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

二
、
三
年
前
か
ら
本
格
的
な
ブ

ー
ム
に
な
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性

も
高
く
、
若
い
女
性
の
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
先
月
に
は
、
公
認

プ
ロ
も
参
加
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
て
人
気
を
裏

付
け
ま
し
た
。

　

競
技
は
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
と
ア

ル
ペ
ン
の
二
つ
。
基
礎
を
マ
ス
タ

ー
す
れ
ば
そ
ん
な
に
難
し
い
ス
ポ

ー
ツ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

「
た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
、
将
来
は
全
日
本
ク
ラ
ス
の

公
式
大
会
を
開
催
す
る
の
が
夢
で

す
」
と
、
雪
焼
け
し
た
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

島田尚久に

　　　

（34歳）



私屯ArXこ，そ

大
野
市
の
固
定
資
産
税
は

　
　
　
　
　

他
市
よ
り
高
い
の
で
は
？

Q

　

住
宅
の
建
築
に
携

わ
っ
て
い
て
、
日
ご

ろ
疑
問
に
思
。
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
大
野
市
の
固
定
資
産
税

は
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
高
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

土
地
の
場
合
、
特
に
宅
地
に
つ
い

て
は
農
地
や
山
林
と
比
較
す
る
と
、

か
な
り
割
高
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
建
物
も
新
築
物
件
に
な
る
と
、

従
前
の
古
い
建
物
と
は
格
段
の
差

で
、
い
っ
ぺ
ん
に
は
ね
上
が
る
よ

う
で
、
お
客
様
か
ら
苦
情
相
談
を

よ
く
受
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
固
定
資
産
税
の
課
税

の
基
準
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

他
市
と
比
べ
る
と
、
大
野
市
は
本

当
に
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。
税
金

に
は
全
く
の
素
人
で
、
見
当
は
ず

れ
の
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

八

　

固
定
資
産
税
は
、

毎
年
一
月
一
日
現
在

所
有
の
土
地
・
家
屋

　

償
却
資
産
の
評
価
額
を
も
と
に

算
定
さ
れ
る
税
金
で
、
そ
の
固
定

資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

課
税
は
妥
当
な
水
準

市
町
村
は
、
国
が
定
め
た
「
固

定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ
り
評
価

額
を
決
定
し
、
こ
の
評
価
額
を
も

と
に
課
税
標
準
額
が
算
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
課
税
標
準
額
に
税
率
を

掛
け
た
も
の
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

県
下
七
市
と
も
固
定
資
産
税
の
税

率
は
、
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
標
準
税
率
の
∵
四
ぴ
を
適

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」

は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
の
方
法
と
手
続

き
を
詳
細
に
定
め
た
も
の
で
、
同

一
条
件
・
同
一
内
容
の
資
産
に
対

し
て
評
価
し
た
場
合
、
ど
の
自
治

体
に
お
い
て
も
そ
の
評
価
は
均
衡

が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
大
野
市
の
固
定
資

産
税
だ
け
が
他
市
に
比
較
し
て
高

い
わ
け
で
な
く
、
ま
た
、
安
く
も

な
い
妥
当
な
水
準
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。土

地
は
現
況
で
評
価

　

次
に
土
地
の
評
価
で
す
が
、
現

況
の
地
目
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。
宅
地

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年

度
の
評
価
替
え
の
際
に
、
地
価
公

示
価
格
の
七
割
程
度
に
全
国
的
に

統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
市
の
場
合
、
地
価
公
示
は

三
地
点
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
約
百

四
十
地
点
の
標
準
地
の
価
格
が
算

定
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
価
格
を
も

と
に
標
準
地
の
近
隣
の
宅
地
の
価

格
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
や
山
林
の
評
価
方
法
は
、

宅
地
の
場
合
と
同
様
に
標
準
地
を

選
定
し
、
そ
の
価
格
を
も
と
に
全

体
の
評
価
を
し
ま
す
。
標
準
地
の

価
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
目
ご
と

の
地
価
の
動
向
等
を
参
考
に
し
て

算
定
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
は
、
売

買
事
例
も
あ
ま
り
多
く
な
く
、
ほ

ぽ
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
土
地
で
も

宅
地
と
農
地
・
山
林
で
は
利
用
目

的
が
違
い
、
評
価
も
異
な
る
こ
と

か
ら
差
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

建
築
時
の
物
価
で

　
　
　

家
屋
は
評
価

　

家
屋
の
評
価
額
お
よ
び
税
額
に

つ
い
て
は
、
新
築
ま
た
は
増
築
し

た
時
点
で
の
建
築
費
の
物
価
に
応

じ
た
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
屋
の
評
価
基
準
に
は
、
建
築

に
必
要
な
資
材
に
つ
い
て
、
資
材

本
体
の
費
用
と
人
件
費
を
積
算
し

た
単
価
表
が
示
さ
れ
、
そ
の
単
価

は
評
価
時
点
で
の
物
価
に
基
づ
い

た
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
の

評
価
は
、
こ
の
単
価
表
に
従
い
屋

根
や
内
・
外
壁
、
床
、
柱
な
ど
家

屋
を
構
成
す
る
部
分
部
分
に
つ
い

て
諸
経
費
を
積
算
し
て
算
定
す
る

仕
組
み
で
す
。
こ
の
た
め
、
例
え

ば
三
十
年
前
に
建
て
た
家
屋
と
同

じ
よ
う
な
構
造
・
面
積
・
仕
様
の

も
の
を
今
年
建
て
た
と
し
た
場
合
、

そ
の
評
価
額
と
税
額
を
比
べ
て
み

る
と
、
当
然
、
物
価
上
昇
分
相
当

の
差
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い

て
は
、
大
野
市
は
積
雪
寒
冷
地
で
、

家
屋
の
傷
み
が
早
い
こ
と
か
ら
木

造
家
屋
に
つ
い
て
は
一
律
二
割
の

減
額
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
六
年
度
評
価
替
え
に
伴
う

税
負
担
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

　

「
広
報
お
お
の
」
平
成
六
年
二
月

号
、
三
月
号
に
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
税
務
課
長
鳥
山
郁
雄
）

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　

縦
覧
予
定

期
間
4
月
3
日
⑧
～
2
0
日
④

場
所
市
役
所
税
務
課

問
合
せ
先
市
税
務
課
資
産
税

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
2
5
）
ま
で

お
知
ら
せ

…
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便

　

申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
者
を
対
象
に
「
広
報
お
お
の
」

や
商
工
会
議
所
、
農
協
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
発
行
す
る
広

報
紙
を
毎
月
無
料
で
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
「
ふ
る

さ
と
情
報
定
期
便
」
と
し
て
、
大

野
市
の
情
報
を
お
届
け
す
る
一
方
、

大
野
市
へ
の
提
言
も
お
願
い
す
る

も
の
で
、
年
に
一
回
の
ア
ン
ヶ
－

ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
先
市
秘
書
広
報
課
広
報
広

　

聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神

　

町
1
－
I
L
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
4
0
）
ま
で

…
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を

　

守
つ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

除
雪
や
屋
根
雪
下
ろ
し
が
始
ま

り
ま
す
と
一
斉
に
市
内
の
中
小
河

川
や
流
雪
溝
は
雪
で
埋
ま
り
、
床

上
、
床
下
浸
水
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

？
機
械
で
一
度
に
投
雪
し
な
い

▼
流
れ
の
な
い
水
路
に
は
投
雪
し

　

な
い

▼
投
雪
ロ
に
は
目
印
を
す
る



U
タ
ー
ン
し
た
若
者
に
就
職
奨
励
金
交
付

　

有
終
会
館
で
1
2
月
1
6
日
、
地
元
企
業
就
職
激
励
会
が
行
わ
れ
、
市
長
や
議
長

ら
が
若
者
を
激
励
。
そ
の
後
、
市
内
の
企
業
に
就
職
し
て
1
年
が
過
ぎ
た
9
1
一
人

　

（
う
ち
U
タ
ー
ン
者
1
9
人
）
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
こ
た
え

て
松
栄
貞
行
さ
ん
が
「
2
1
世
紀
の
大
野
を
担
う
一
市
民
と
し
て
一
生
懸
命
努
力

を
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

飲酒運転追放を宣言

飲食店に協力要請

　

大
野
市
交
通
対
策
協
議
会
は
1
2
月

1
6
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
飲
酒
運

転
追
放
宣
言
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
全
員
で
追
放
宣
言
を
し
た
後
、

1
0
班
に
分
か
れ
2
0
8
軒
の
飲
食
店

を
巡
回
。
協
力
依
頼
書
や
飲
酒
運
転

追
放
の
文
字
の
入
っ
た
常
備
灯
な
ど

を
配
布
し
て
、
店
主
に
、
お
客
さ
ん

に
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
。

奥越初の第九演奏会

1．000人市民が酔いしれる

　

1
9
一
月
1
8
日
、
奥
越
で
初
め
て
の
第

九
演
奏
会
が
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
市
民
2
7
0
人
の
合
唱
団
が
、

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

と
共
演
し
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
。
国
内
一
流
の
ソ

ロ
歌
手
た
ち
と
と
も
に
迫
力
あ
る

　

「
歓
喜
の
歌
」
を
堂
々
と
披
露
し
、

演
奏
に
酔
い
し
れ
た
約
1
0
0
0
人

の
聴
衆
か
ら
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

しめ縄づくりを通じて

お年寄りと交流深める

　

蕨生小学校の祖父母学級が12月15日

に開かれ、全校児童がしめ縄づくりを

しました。宮内亀松さんら7人を同校

に招待して一緒に給食を昧わった後、

6つのグループに分かれ、長さ約40F

のしめ縄づくりに挑戦しました。わら

がばらばらになって、より合わせるの

にひと苦労し、お年寄りの手を借りて

仕上げた児童もいました。

キルトクラブガ

休憩施設に手縫いの座布団

　

婦人ボランティアグループ・ギルド

クラブ（13人）は12月21日、元町会館

など市内散策の拠点3ヵ所に、パッチ

ワークの座布団15枚を贈りました。大

きさは45y四方で、紺色の生地にいろ

いろな布の端切れを縫い合わせた、美

しい幾何学模様の柄に仕上がっていま

す。手縫いの座布団は観光客の心とお

尻を温めてくれます。

S弓（恥色湯

秘書広報課広報広聴係容66－1111



S温（恥包湯

五条方地区に
集落センターか完成

　

五条方集落センターが完成し、12月

25日に落成式が行われました。同セン

ターは農村集落の多目的共同施設とし

て、木本・南六呂師などに次いで市内

で5番目に建設。木造平屋建て約132

平方にで、36畳と8畳の会議室、調理

実習室を備えており、事業費は2．156

万円です。地域住民の生活向上と健康

増進に活用が期待されます。

身近な話題をお知らせください。

年賀状の

　　

元旦配達出発式

　

1月1日、「平成7年元旦配達出発

式」が大野郵便局で行われ、小林収入

役が郵便局員やアルバイトの高校生ら

を激励しました。テープカヽy卜の後、

年賀状の配達を待つ各家庭に向けて、

粉雪の舞う中を高校生たちは元気よく

自転車に乗って出発。同局の年賀状配

達数は、昨年より少ない約102万通

でした。

ネ
ー
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
自
然
を
学
ぶ

　

O
A
S
I
S
協
会
主
催
の
冬
の
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
i
ル
が
1
月
5
日
か
ら
3

日
間
、
六
呂
師
高
原
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
1
3
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、

集
団
生
活
や
冬
の
自
然
の
楽
し
さ
、
厳
し
さ
を
体
験
。
木
の
実
を
使
っ
た
か
る

た
取
り
な
ど
自
然
を
題
材
に
し
た
ゲ
ー
ム
や
も
ち
つ
き
、
天
体
観
測
な
ど
は
、

楽
し
い
冬
休
み
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

「高畠純」絵本原画展

おとうさんにも夢を

　
　

「
だ
れ
の
じ
て
ん
し
や
」
で
国
際

児
童
図
書
展
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
賞
を
受

賞
し
た
高
畠
純
さ
ん
の
絵
本
原
画
展

が
、
1
月
1
0
日
か
ら
3
1
日
ま
で
図
書

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
代
表
作
で
あ

る
「
お
と
う
さ
ん
の
え
ほ
ん
」
「
ヒ
ー

ス
ラ
ン
ド
」
な
ど
の
原
画
約
6
0
点
を

展
示
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か
い
作

品
は
、
訪
れ
た
市
民
の
心
を
和
ま
せ
、

子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
感

動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

もうすぐ一年生

園児らが小学校を見学

　

今
春
、
小
学
生
に
な
る
保
育
・
幼

稚
園
児
ら
4
6
0
人
の
一
日
体
験
入

学
が
1
月
1
3
日
、
有
終
束
小
学
校
を

皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。
東
小
学

校
で
は
、
各
園
の
先
生
に
連
れ
ら
れ

て
国
語
と
体
育
の
授
業
を
見
学
。
最

初
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
そ
う
に
授
業

を
見
て
い
た
園
児
た
ち
も
、
時
間
が

た
つ
に
つ
れ
て
雰
囲
気
に
も
な
れ

　

「
早
く
一
年
生
に
な
り
た
い
ね
」
と

春
が
待
ち
ど
お
し
そ
う
で
し
た
。



お
知
ら
せ

2月

●
印
鑑
登
録
手
帳
の

　
　
　

交
換
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
印
鑑
登
録
手
帳
を
磁

気
カ
ー
ド
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
交
換
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

3
月
3
1
日
ま
で
に
市
民
課
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
物

　

①
印
鑑
登
録
手
帳
（
緑
色
）

　

①
印
鑑
（
本
人
の
認
印
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
の
手

　

帳
と
実
印
な
ら
び
に
代
理
人
の

　

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
市
民

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
1
）
ま
で

●
交
通
指
導
員
募
集

　

市
で
は
、
街
頭
で
の
交
通
指
導
、

交
通
安
全
広
報
・
教
育
な
ど
市
民

に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
普
及
し
、

悲
惨
な
交
通
事
故
撲
滅
に
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

5
0
歳
ま
で
の
健
康
な
人
な
ら
、

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
性

別
・
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
市
生
活
環
境

　

課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

6
1
）
ま
で

●
県
立
盲
学
校
高
等
部
・

　
　
　

専
攻
科
生
徒
募
集

　

福
井
県
立
盲
学
校
で
は
、
平
成

7
年
度
入
学
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
学
科
▼
本
科
（
保
健
理
療

　

科
）
＝
中
学
校
卒
業
者
・
6
年

　

度
卒
業
見
込
み
者
▼
専
攻
科

　
　

（
理
療
科
）
＝
高
等
学
校
卒
業

　

者
・
6
年
度
卒
業
見
込
み
者

身
体
的
条
件
▼
全
盲
・
眼
鏡
を

　

か
け
て
も
視
力
が
O
・
3
未
満

　

の
弱
視
者
▼
視
機
能
障
害
で
点

　

字
教
育
を
必
要
と
す
る
人
・
将

　

来
必
要
と
予
想
さ
れ
る
人

出
願
期
限
・
手
続
2
月
8
日
⑥

　

ま
で
に
①
入
学
願
書
②
出
身
学

　

校
長
の
作
成
し
た
調
査
書
③
眼

　

科
医
に
よ
る
診
断
書
（
国
公
立

　

医
療
機
関
の
も
の
）
を
一
括
し

　

て
本
校
教
務
部
へ
提
出

試
験
日
2
月
1
7
日
②

合
格
発
表
2
月
2
1
日
⑤

問
合
せ
先
福
井
県
立
盲
学
校
進

　

路
指
導
部
（
〒
9
1
0
福
井
市

　

原
目
町
3
9
1
8
容
0
7
7
6

　

・
5
4
・
5
2
8
0
）
ま
で

●
赤
十
字
の
「
家
庭
で
の

　
　

看
護
方
法
」
講
習
会

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
家
庭
で

だ
れ
に
で
も
で
き
る
看
護
の
方
法

に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
2
1
日
収
・
2
2
日
④
・

　

2
3
日
④
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

　

4
時
ま
で

会
場
市
役
所
大
会
議
室

対
象
3
日
間
通
し
て
参
加
で
き

　

る
人
（
性
別
・
年
齢
は
不
問
）

講
師
日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支

　

部
長
谷
川
道
代
氏

受
講
料
3
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
）

定
員
先
着
3
0
人

申
込
期
限
2
月
1
5
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
市
福
祉
事
務

　

所
保
護
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
1
）
ま
で

●
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い

　

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
、
ご

み
を
出
す
と
き
は
、
最
低
限
の
マ

ナ
ー
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
「
燃
え

　

る
ご
み
」
と
「
燃
え
な
い
ご
み
」

　

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集

　

日
の
朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
ご
み
を
長
時
間
放
置

　

す
る
と
悪
臭
を
放
ち
、
近
所
に

　

迷
惑
を
か
け
ま
す
。
収
集
日
以

　

外
は
、
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

▼
ご
み
は
、
各
地
区
の
指
定
さ
れ

　

た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
通
勤
途
中
に
あ
る
他

　

地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
絶

　

対
ご
み
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▼
水
分
の
多
い
生
ご
み
は
、
必
ず

　

水
切
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
片

　

手
で
持
て
る
重
さ
に
し
、
汚
水

　

が
出
な
い
よ
う
に
ロ
は
縛
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ご
み
は
な
る
べ
く
業
者
に

　

引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。
処
理
で
き
な
い
人
は
直

　

接
、
清
掃
事
務
所
へ
持
ち
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
市
民
の

　

共
有
の
大
切
な
財
産
で
す
。
マ

　

ナ
ー
を
守
っ
て
清
潔
に
利
用
し

　

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
市
清
掃
事
務
所
（
東

　

大
月
1
4
1
1
6
容
6
5
・
6
1
2

　

0
）
ま
で

交通

安全

　

一一一一

！
’
・
ヲ
9

＞
1
5
V
．
V
f
c

こ
ん
な
と
き

　

こ
ん
な
所
か

　
　
　

滑
り
や
す
い

　

冬
道
の
滑
り
や
す
さ
の
程
度

は
、
同
じ
状
態
の
路
面
で
も
そ

の
時
の
気
温
（
路
面
温
度
）
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

冬
道
で
タ
イ
ヤ
が
滑
る
と
い

う
の
は
路
面
の
雪
や
氷
自
体
が

滑
る
の
で
は
な
く
、
雪
な
ど
が

溶
け
て
タ
イ
ヤ
と
路
面
と
の
間

に
水
膜
と
な
っ
て
入
り
込
む
た

め
に
滑
る
の
で
す
。
気
温
が
氷

点
下
で
も
、
回
転
す
る
タ
イ
ヤ

の
温
度
は
最
低
で
も
十
度
く
ら

い
あ
り
ま
す
。

　

ス
リ
ッ
プ
は
①
積
雪
が
比
較

的
少
な
い
と
き
②
気
温
が
零
度

か
ら
氷
点
下
五
度
前
後
の
と
き

③
交
差
点
や
信
号
の
手
前
④
朝

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
渋
滞
区
間
⑤
幹

線
道
路
⑥
バ
ス
停
の
前
後
⑦
商

店
前
な
ど
の
停
車
・
発
進
の
多

い
所
⑧
橋
や
陸
橋
の
上
⑥
建
物

の
北
側
な
ど
日
当
た
り
の
悪
い

所
⑩
雪
に
う
っ
す
ら
覆
わ
れ
た

ア
イ
ス
バ
ー
ン
ー
な
ど
で
特
に

発
生
し
ま
す
。

　

ス
リ
ッ
プ
が
生
じ
な
い
よ
う

に
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
て
、

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
フ
ル
に

活
用
す
る
慎
重
な
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

・
不
動
産
競
売
の
手
続
き

　

不
動
産
競
売
手
続
き
と
は
、
例

え
ば
、
借
金
を
し
た
人
が
返
済
を

し
な
い
場
合
に
貸
主
の
申
し
立
て

に
よ
り
、
裁
判
所
が
借
主
の
所
有

す
る
不
動
産
な
ど
を
差
し
押
さ
え

て
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
貸
主
に

交
付
し
て
借
金
の
返
済
に
充
て
る

手
続
き
で
、
不
動
産
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
が
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
事
前
に
競
売
物

件
の
売
却
に
つ
い
て
公
告
を
す
る

ほ
か
、
新
聞
な
ど
に
も
そ
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

不
動
産
競
売
手
続
き
に
参
加
す

る
に
は
、
裁
判
所
で
物
件
明
細
な

ど
を
見
て
物
件
の
情
報
を
得
る
ほ

か
、
実
際
に
自
分
で
物
件
を
確
認

す
る
な
ど
ト
分
な
調
査
が
必
要
で

す
。
入
札
す
る
に
は
、
入
札
書
を

作
成
し
て
、
入
札
期
間
内
に
執
行

官
に
提
出
し
ま
す
。
こ
の
際
、
保

証
金
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
入
札
の
結
果
、
最
高
価
額
で

入
札
し
た
人
が
裁
判
所
の
売
却
許

可
を
受
け
て
買
受
人
と
な
り
、
代

金
を
納
付
す
る
と
物
件
の
所
有
権

を
取
得
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

総
務
課
（
容
0
7
7
6
・
2
2
・
5

0
0
0
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
9
5
お
お
の

　
　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

雪
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
2
月

］
H
・
1
2
日
の
2
日
間
、
六
呂
師
高

原
ス
キ
ー
場
を
メ
ー
ン
会
場
に

　

「
9
5
お
お
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
「
六

呂
師
高
原
雪
ま
つ
り
」
と
同
時
開

催
に
な
り
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
っ
ぷ
り

用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
‥
‐
日
の
イ
ベ
ン
ト

　

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

◆
手
作
り
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

（
先
着
1
0
組
・
参
加
者
募
集
）

　

◆
ゆ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
目
か
く

　

し
そ
り
競
走
・
雪
土
ド
ッ
ジ
ボ

　

ー
ル
な
ど
。
参
加
者
募
集
）
◆

　

星
降
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ナ
イ
ト

　
　

（
雪
中
花
火
な
ど
）

○
1
2
日
の
イ
ベ
ン
ト

　

◆
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

O
両
日
の
イ
ベ
ン
ト

　

◆
か
ま
く
ら
広
場
◆
お
お
の
美

　

人
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
◆
お
い
し

　

い
ワ
ー
ル
ド
・
う
ま
い
も
ん
市

　

場
◆
熱
気
球
ス
ノ
ー
フ
ラ
イ
ト

問
合
せ
先
。
ゆ
き
”
ふ
れ
あ
い

　

推
進
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

（
市
企
画
開
発
課
内
酋
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
3
1
）
ま
で

…
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
　

パ
ネ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
図
書
館
の
開
館
1
0
周
年
を
記

念
し
て
、
子
供
、
親
子
を
対
象
と

し
た
、
増
田
裕
子
さ
ん
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
パ
ネ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

　

定
員
は
1
5
0
人
で
、
入
場
は

無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
図
書
館
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

日
時
2
月
2
6
日
⑥
午
後
2
時

　

か
ら

会
場
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

問
合
せ
先
市
図
書
館
（
豊
6
5
・

　

5
5
0
0
）
ま
で

・
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

大
野
税
務
署
で
は
、
平
成
6
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
2
月

1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
が
、
平
成
6
年
1
月
か
ら

平
成
6
年
1
2
月
ま
で
に
支
払
っ
た

国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
際
は
、
自
分
の
年
金
保
険

料
は
も
ち
ろ
ん
、
生
計
を
同
じ
に

す
る
家
族
の
た
め
に
納
め
ら
れ
た

分
も
含
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
6
年
中
に
納
め
ら
れ

た
過
年
度
の
年
金
保
険
料
も
申
告

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

な
く
。

　

平
成
6
年
中
の
月
額
国
民
年
金

保
険
料
は
1
月
か
ら
3
月
ま
で
が

定
額
1
万
5
0
0
円
（
付
加
加
入

は
1
万
9
0
0
円
）
、
4
月
か
ら

1
2
月
ま
で
は
、
定
額
1
万
1
1

0
0
円
（
付
加
加
入
は
1
万
1
5

0
0
円
）
で
す
。
前
納
し
た
場
合
、

定
額
で
1
9
一
万
9
9
9
0
円
（
付
加

加
入
は
1
3
万
4
6
7
0
円
）
で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
年
金

　

係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
5
）
ま
で

・
愛
犬
家
の
皆
さ
ん
へ

　

真
っ
白
な
雪
の
上
の
犬
の
フ
ン

は
、
見
た
目
に
汚
く
不
快
な
も
の

で
す
。
犬
を
散
歩
さ
せ
た
と
き
な

ど
の
フ
ン
の
始
末
は
、
飼
い
主
の

役
目
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
犬

を
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
大
野
保
健
所
（
豊
6
6

　

・
9
乙
0
7
r
O
）
ふ
ま
で

住民票の続柄「子」に統一されます

　

住民基本台帳事務処理要領の

一部改正により、3月1ロから

住民票の世帯主との続柄の記載

が表のように変更になります。

　

これは子供の人権とプライバ

シーの保護を考えて住民票の記

載を統一しようとするもので、

これまでの親族関係に影響を及

ぼすものではありません。

　

なお、戸籍はこれまで通りの

表記をします。

問合せ先市役所市民課市民係

　　

（容66・1111内線451）

　

まで

住民票における世帯主との続柄の記載例

区分 改正前 改正後

嫡出子 長男、二女等 子

特別養子 長男、二女等 子

養子 養子 子

嫡出でない子

（世帯主である父　
に認知されてい　
る場合）

子 子

嫡出でない子

（世帯主である父　

に認知されてい　ない場合）

妻（未届）の　　

子

同左

妻（夫）の連れ子

（世帯主が夫（妻）　である場合）

妻（夫）の　

長男等

妻（夫）の　　

子

事実上の養子 縁故者 同左



ノ

　
　
　

」
・

2

ジ
ャ
ン
プ
用
ス
キ
ー

　

松
村
利
章
さ
ん
（
南
六
呂
師
）

　

先
月
、
喜
寿
を
迎
え
た
松
村
利
章
氏
の
宝

物
は
、
福
井
県
第
一
号
の
ジ
ャ
ン
プ
用
ス
キ

ー
で
す
。
昭
和
ト
こ
年
、
尾
崎
ス
キ
ー
製
作

所
の
尾
崎
浅
治
氏
に
特
注
で
作
っ
て
も
ら
っ

た
も
の
で
、
長
さ
二
百
三
十
三
？
、
幅
七
・

五
？
。
板
の
裏
に
は
三
本
の
溝
が
あ
り
、
材

質
は
ミ
ズ
ナ
ラ
で
す
。

　

松
村
氏
が
ジ
ャ
ン
プ
を
や
り
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
小
学
こ
年
の
時
（
大
正
十
四
年
）
、

六
呂
師
ス
キ
ー
場
で
桜
庭
先
生
の
ジ
ャ
ン
プ

の
模
範
実
技
を
見
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

師
範
学
校
卒
業
後
、
念
願
の
ジ
ャ
ン
プ
ス

キ
ー
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
練
習
は
、
六
呂

師
の
円
山
公
園
や
高
尾
山
に
自
分
で
ジ
ャ
ン

プ
台
を
作
り
、
ス
コ
ッ
プ
持
参
で
整
地
し
な

が
ら
や
り
ま
し
た
。
最
近
の
ジ
ャ
ン
プ
は
V

字
型
飛
行
で
す
が
、
当
時
は
腕
を
振
り
回
し

な
が
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
た
そ
う
で
す
。
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
は
、
一
本
の
ス
ト
ッ
ク
だ
け
使
っ

て
滑
っ
た
そ
う
で
す
。

　

以
前
は
六
呂
師
ス
キ
ー
場
へ
行
く
に
は
、

京
福
電
車
の
下
荒
井
六
呂
師
口
で
下
車
し
て

徒
歩
で
行
く
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
帰
路
は
九
頭
流
川
の
見
え
る
大
渡

ま
で
ス
キ
ー
で
滑
っ
て
こ
れ
た
の
で
、
と
て

も
楽
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

松
村
氏
の
も
う
一
つ
の
と
っ
て
お
き
は
、

第
一
回
国
体
予
選
で
も
ら
っ
た
賞
状
と
、
六

呂
師
で
開
催
さ
れ
た
各
ス
キ
ー
大
会
の
新
聞

切
り
抜
き
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
記
録
で

す
。
松
村
氏
の
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
姿
を
想

像
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー
に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11，387世帯 10世帯

人目 41，739人 12人

内訳 男 19，913人 △4人

女 21，826人 16人

12月中の異動
転入 70人 出生 34人

転出 50人 死亡 42人

市内の交通事故状況（4ヵ49）

件数内訳
平成6年　
12月末

平成5年　
12月末 増滅

総件数 582件 506件 76件

人身

事故

件数 181件 139件 42件

死者 6人 4人 2人

傷者 237人 196人 41人

物損事故 401件 367件 34件

表
紙
の
こ
と
ば

　

冬
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
「
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
」
は
、
3
年
後
の

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正

式
種
目
に
な
る
予
定
で
す
。
市

内
の
ス
キ
ー
場
で
も
愛
好
者
で

大
に
ぎ
わ
い
。
巧
み
に
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
、
若
者
た
ち

が
さ
っ
そ
う
と
滑
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
レ
ン
デ
風
景
も
様
変
わ
り
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

編
集
後
記

　

こ
こ
数
年
、
暖
冬
続
き
で
雪

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ス
キ

ー
場
に
、
今
年
は
恵
み
の
雪
が

降
り
ま
し
た
。
今
月
は
、
六
呂

師
高
原
ス
キ
ー
場
で
「
9
5
お
お

の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
、
北
陸
で
最
大
規
模
の
雪

中
花
火
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

－。見m

　

た
っ
た
一
冊
の
本
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
、

2
5
年
間
も
交
流
を
続
け

た
先
生
と
、
一
昨
年
東

京
で
初
め
て
お
会
い
し

た
▼
当
時
私
は
中
学
校

の
一
教
師
で
あ
り
、
教
育
実
践
の
壁
に
ぶ
ち
当

た
っ
て
悩
み
続
け
て
い
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。

ふ
と
書
店
で
目
に
し
た
『
学
校
当
然
の
提
言
』

　

（
小
寺
肇
著
）
に
心
ひ
か
れ
て
買
い
求
め
た
。

4
0
年
間
の
教
育
の
研
究
と
実
践
の
集
約
で
あ
る
。

大
き
な
感
銘
を
受
け
た
一
つ
は
、
子
供
た
ち
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
、
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
て
語
り
合
い
、
自
ら
も
厳
し

い
実
践
を
歩
ま
れ
て
い
る
姿
勢
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
感
銘
は
、
学
校
教
育
す
べ
て
の
中
に
あ

っ
て
教
育
を
楽
し
む
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
▼
2
5

年
ぶ
り
に
直
接
お
会
い
し
て
さ
ら
に
大
き
な
大

き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
、
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
「
若
々
し
さ
・
情
熱
・
実
践
」
を
今
な

お
持
ち
続
け
て
い
る
姿
で
あ
る
。
服
装
と
い
い
、

歩
き
方
と
い
い
、
話
し
ぶ
り
と
い
い
誠
に
お
し

ゃ
れ
で
あ
る
。
三
味
線
を
た
し
な
み
、
ワ
ー
プ

ロ
を
打
ち
、
区
内
の
青
少
年
問
題
に
取
り
組
み
、

講
演
も
さ
れ
る
。
幅
広
い
趣
味
と
力
を
生
か
し

な
が
ら
、
余
生
を
精
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
お
ら

れ
る
。
「
教
育
に
と
っ
て
未
来
は
常
に
現
在
で

あ
る
」
先
生
の
大
好
き
な
コ
ト
バ
だ
そ
う
だ
▼

あ
の
日
か
ら
2
年
有
余
、
敬
遠
し
て
い
た
ワ
ー

プ
ロ
に
挑
戦
。
若
い
指
導
者
に
教
え
を
受
け
て

完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
た
。
今
は
道
楽
の
マ
ジ
ッ

ク
と
と
も
に
ワ
ー
プ
ロ
も
私
の
人
生
の
活
性
剤

で
あ
る
▼
あ
の
時
あ
の
一
冊
か
ら
受
け
た
教
師

道
、
初
対
面
で
受
け
た
幅
広
い
生
き
方
す
べ
て

が
今
の
私
を
強
く
支
え
て
い
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
S
6
6
・
1
1
1
1
）
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